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第 2295 例会  令和 7 年 9 月 1 日（月曜日）第 7 号  

 

本日の例会 ９月 1日（月）     第 1例会 

               ◎ソング「街に灯りを」 

「クラブ協議会」 
本日のゲスト 2660地区ガバナー補佐 
 田中 康正様（八尾ＲＣ） 

ガバナー補佐エレクト 

松尾 治様（東大阪西ＲＣ） 

 米山奨学生 閆 耀宗くん 

本日の献立 フランス魚料理 

本日の卓話 米山奨学生 閆 耀宗くん 

         自己紹介スピーチ 

次回の例会 ９月１５日（祝・月）※夜 第 2例会 

   台湾 鹿港ロータリークラブ来阪・「拡大例会」 

次回の献立  懐石料理 

前回の例会 ８月２５日（月)     第 3例会 

幹事報告             佐藤三千秋 

① 次回、9月 1日（月）例会終了後、シェラト

ン都ホテル大阪 5階カトレアにて、ガバナ

ー補佐ご臨席によるクラブ協議会を開催い

たします。担当委員長は、ご出席のほど宜

しくお願い致します。 

また、クラブ協議会終了後は、第３回定例

理事役員会を開催いたします。 

理事役員の皆様にはご出席宜しくお願い致

します。 

② 9月 25日（木）夕刻開催の東輪会合同例会

の出欠を回覧します。 

★他回覧 11/1（土）台湾 鹿港 RC創立 43周年 

記念式典訪問 

★情報委員会より、9/18（木）情報集会の出欠確認 

 

会長挨拶             帆足嘉寿大 

皆さま、こんにちは。 

本日も東大阪中央ロータリークラブの例会にご出席

いただき、誠にありがとうございます。 

暦(こよみ)の上では秋を迎えましたが、まだまだ残

暑が厳しく、体調管理が難しい時期です。 

皆さま、どうぞくれぐれもご自愛ください。 

さて、来月 9月 15日には、台湾鹿港ロータリーク

ラブの皆さまをお迎えし、拡大例会を開催いたしま

す。国境を越えた交流の場を持てることは、ロータ

リー活動ならではの喜びであり、友情と理解を深め

る貴重な機会です。 

この準備にあたり、姉妹クラブ委員会の皆さまに

は、多大なるご尽力をいただいております。 

スケジュール調整から当日の企画、そして細やかな

おもてなしの準備まで、本当にありがとうございま

す。 

皆さまの献身的(けんしんてき)なお力添えがあって

こそ、今回の交流が実りあるものになると確信して

おります。 

ロータリーの理念である「超我(ちょうが)の奉仕」

は、地域や国を超えて、人と人とを結びつける大き

な力を持っています。この国際交流を通じて、私た

ち一人ひとりが学びを得て、クラブとしてのさらな

る成長につなげてまいりたいと思います。 

本日の例会は新年度方針となります。 

各委員長の方、新年度方針、宜しくお願い致しま

す。私からの挨拶は以上です。 

ありがとうございました。 

出 席 報 告           小川 高弘 

本日の会員数 １５名 

本日の出席者数 １３名 
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出席免除会員数 １名 

本日の出席率 ９３．３３％ 

7/14の修整出席率 ８６．６６％ 

ニコニコ箱報告          SAA  名村   美紀 

帆足嘉寿大 本日も宜しくお願い致します。 

尾﨑元 先週家内がコロナに罹患しました

が、無事回復しました。私は罹患

しなかったので助かりました。 

名村美紀 先週木曜日、吹田ロータリークラ

ブにメーキャップ行ってきまし

た。60名ほどいました。吹田だ

けで４クラブあるそうです。 

芝池福子 前回例会休みのお詫びです。 

名村美紀 本日は、大橋パストガバナー様に

お越し頂きまして誠にありがとう

ございます。一年間大変お疲れ様

でした。また「苦労話」聞かせて

下さい。 

脇村利恵子 9/15に向けて皆様準備苦労様で

す。おもてなし頑張ります。 

新年度方針説明   米山奨学記念（兼カウンセラー） 

                  名村美紀 

米山記念奨学委員会 委員長の名村でございます。 

米山記念奨学会とは、勉学、研究を志して日本に在

留し学んでいる外国人留学生に対し、日本全国のロ

ータリアンからの寄付金を財源として奖学金を支給

し、支援する奨学団体です。 

また、事業と致しましては、例年通り奨学生のため

の各種恒例行事、学友会の継続を発展させるために 

尽力し、活動していきたいと思っております。 

また、本年度は中国出身の留学生、エンヨウソウ君

を 2年間受け入れ、近畿大学での学業を支援して参

ります。また 10月の米山月間には、エンヨウソウ

君の近畿大学の担当の先生を招きしまして卓話をし

てもらうようにお願いしています。また、エン君に

は、積極的にロータリー活動に参加してもらい、ロ

ータリー精神を勉強してもらって将来、日本と世界

を結ぶ架け橋となるよう、また国際社会で活躍し、

ロータリー活動の良き理解者となるよう育成して参

ります。また、素晴らしい日本の文化や職掌観を学

んで頂き、充実した米山奨学生生活を 2年間送って

いただく事を期待しています。 

また、日本での生活が心豊かなものになるように配

慮して参ります。 

新年度方針説明     S・A・A     名村美紀 

今年度SAAを仰せつかりました名村でございます。 

SAAと致しまして、例会や会合が秩序正しく明るく

、そして効果的に行われるように努めて参ります。

また、ロータリークラブの品位を保ち、会員が親睦

を深め、友情を育むための環境づくりに貢献して参

ります。また、メンパーの皆様から例会で意見を頂

き、食事や進行・卓話をより良い時間になるように

時間配分を考えながら例会がスムーズにいくよう努

めさせて頂きます。SAAとしまして3年目になります

が、今年夜も一年間頑張って参りますので皆さんの

ご協力の程、宜しくお願い致します。 

新年度方針説明      会計      尾﨑 元 

本年度、会計を仰せつかりました尾﨑です。 

当クラブは会員減少により、年々財政が苦しくなっ

ております。 

ちなみに昨年度の単年度収支では総収入12,830,568

円、総支出13,669,829円で、839,261円の赤字とな

っております。一昨年度からの繰越金3,109,131円

でしたので、今年度への繰り越しは2,269,870円と

なりました。このような状況下でも奉仕活動を変わ

らず継続するためには会費の増額と経費の削減が必

要ですが、新入会員の勧誘のためには会費の増額は

避けたいところです。 

そのためには本年度も例会時のニコニコに頼ること

になると思いますので、会員の皆様のご協力よろし

くお願いいたします。また収支決算に関しましては

税理士による会計監査を引き続きおこない明朗化に

努めたいと考えおります。 

新年度方針説明    ロータリー財団委員長 尾﨑元 

今年度ロータリー財団委員会委員長を仰せつかりま

した尾﨑です。 

さてロータリー財団の使命は、ロータリアンが世界

をより良い場所にするための活動を支援することで

す。具体的には、ロータリー財団を通じて、人々の

健康状態の改善、質の高い教育の提供、環境保護、

貧困の撲滅といった分野で、世界理解、親善、平和

を達成できるよう、ロータリアンを支援します。 

ロータリー財団は、ロータリー会員からの寄付によ

って支えられており、これらの寄付は、助けを必要

とする地域社会に持続可能な変化をもたらす活動に

役立てられています。 

前年度の当地区の目標はクラブ平均で年次基金寄付

150ドル、恒久基金寄付30ドル、ポリオプラス基金

寄付50ドルでしたが、当クラブは目標を達成してい

ます。今年度も会員皆様のご協力を得て例年と同様

の寄付をつのりたいと考えております。 

今年度はポリオプラス寄付を年初半期会費に組み入

れてもらい、年次寄付と恒久寄付は１１月のロータ

リー財団月間に地区委員会よりロータリー 

財団の活動状況と寄付目的を説明（卓話）して頂い

て、納得のうえ寄付して頂く所存です。 

なお、今まで当クラブの社会奉仕活動（公徳学園児

童・生徒支援）の必要経費の半額をロータリー財団

地区補助金活用・財源としていました。 

新年度方針説明    青少年奉仕委員長   阪上武仁 

青少年交換プログラムに、息子を応募させていただ

きました。 

今後のスケジュールは、８月３０日の青少年奉仕委

員会の会議の後、交換留学生の帰国報告会と食事会

に息子と共に出席して参ります。そして、９月１３

日に面接がありますので、気合を入れて臨みます。 

今後、交換留学生の受け入れ等で、皆様にお願いす

ることもあろうかと思いますが、よろしくお願いい

たします。 
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